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 論文審査の結果の要旨
 東北地方には第三紀中新世に大規模な火成活動が行なわれた。富樫茂子提出の学位論文は「東北
 地方の中新世カルクアルカリ岩の岩石学的研究」と題する英文論文で,これら火成岩類を粗粒完晶
 質岩石(半深成岩)と細粒完晶質～ガラス質岩石(火山岩)に分けて所謂グリーγタフ変質による
 元素の移動と組織についての考察を行ない,いくつかの規則性を見出した。即ち
 1)完晶質岩においては初生の組織を残している。
 2)酸性岩に於ては苦鉄質鉱物が変質し,珪長質鉱物が新鮮で残存する場合には主要元素の移動
 はない。
 又,盛岡一白河構造線のこれに接する西側を奥羽帯,更にその西側を出羽帯として,之の2帯に
 産する火成岩類の岩石学的性質の考察を行った。台島階以降に貫入した半深成岩はカルク・アルカ
 リ岩系の安山岩～石英安山岩質の岩石からなり,奥羽帯は出羽帯よりもK20に乏しく,奥羽帯は低
 アルカリソレアイトシリーズに出羽帯は高アルミナ玄武岩シリーズに属する。
 中新世の火成岩類はK20とNa20以外の主成分元素については地域,時代による差は認められ
 ず,その殆どはカルク・アルカリ岩系に属し,K20とNa20については前期中新世のものでは奥
 羽帯の岩石がK20に乏しく,Na20に富み,奥羽・出羽両帯のものが高アルミナ玄武岩系に属す
 る。中後期中新世のものではNa20の含有量は両帯であまり差が認められないが,前期中新世のも
 のよりも少ない。K2()は奥羽帯から出羽帯に向かって増加する。奥羽帯は低アルカリソレアイト岩
 系に,出羽帯は高アルミナ玄武岩系に属する。
 中新世におけるアルカリの水平分布の時間的変遷はマグマ発生の物理化学的な条件が,大陸縁型
 から島弧型へと変化したためであると推定した。
 審査員等は富樫茂子提出の学位論文を合格と判定する。
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